
● 期 日：2023年5月12日(金)～５月15日(月)『３泊４日』

※５月12日（金）は，13：00までに現地（柳谷公民館）に集合して下さい。

※５月15日（月）は、11：00に解散

● 会 場：鹿児島県鹿屋市串良町上小原4939-3 柳谷自治公民館 ほか

● 参加費：５０，０００円 ※交通費は、各自でご負担下さい。

内訳（講師料、資料代、宿泊料、写真代、食事代（朝昼夕食）、記念写真代 他）

● 対象者：老若男女（18歳以上） ※卒塾生も再度参加できます

● 定員数：20名（先着順） ※前泊無料（迎賓館宿泊）

主催：鹿屋市柳谷町内会 やねだん故郷創世塾 塾長 豊重 哲郎

～ やねだん 故郷創世塾とは ～

2007年にスタートした故郷創世塾は、毎年５月と11月の年２回開催して、卒塾生は第32回までで1,236人

が誕生しています。

塾生は古民家（迎賓館）に合宿し、特に仁徳養成と地域づくりのノウハウを徹底探求、「己」の人間力向

上を中心に、各テーマのPlanning（企画力）、Presentation（表現力）、adlib（即興力）、Funds（自主財源力）

の４本柱を研修し、現場主義発想の実体験を行います。 特に今回は、

（例）休耕地有効活用の３者連携（生産者・菓子メーカー・総発売元）体制で、地域農産物のブランド化と

販売政策の実践例、鹿屋市環境ふれあい館（大隅肝属清掃センター内）見学。recycleの現場で学ぶ。

※企業感覚を共有できるリーダー育成も急務で、地域経営・組織運営には不可欠。

１人も取り残すことのない地域創世を「先ずやれることから～」。塾生同志の人脈づくりのベストタイ

ミングでもあります。
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指 導 助 言 者

土居 龍一 氏

豊重 哲郎 （柳谷町内会長）

1960年県立串良商業高校卒業後，東京都民銀行入行。

1971年にＵターンし，養鰻業を開始。1979年に串良町上小原校区公民館

長に就任（～1997年３月）。1996年，柳谷自治公民館長に就任。以来，行

政の補助金に頼らない「全住民参加型の地域づくり」を展開中。地域活性化伝

道師（内閣府）。

株式会社アグリビジネスサービス

アグリビジネスプロデューサー

『参加申込み・問合せ先』
申込みは，上記「申込書」に記載の上，ＦＡＸでお願いします。
※ＦＡＸ受理後，やねだんよりＦＡＸまたは電話でご連絡を差し上げます。（1週間以上かかることもございますが，ご了承願います）

○〒893-1605 鹿児島県鹿屋市串良町上小原4694-2 鹿屋市柳谷町内会（会長 豊重哲郎） Email：toyoshige@mail.yanedan.com

ＴＥＬ：０９９４－６３－１７３１（会長携帯：090-4517-9578） ＦＡＸ：０９９４－６３－１７３２

地域の直売・加工施設及び生産計画策定にあたり，これまで300市町村

の直売・加工施設整備計画の作成支援を担当。

2001年からアグリビジネスに挑戦する農業者等を対象に，実践を通じ

た知識取得の場として「経営アグリビジネススクール事業」を実施。

山田 一久 氏（社会福祉法人スマイリング・パーク理事長）

2011年故郷創世塾９期生

九州保険福祉大学社会福祉学部卒業。

全国社会福祉協議会福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程指導者

宮崎県地域福祉コーディネーター

（社福）ｽﾏｲﾘﾝｸﾞﾊﾟｰｸ理事長

久保田 了司 氏（一般財団法人AVCC理事長）

2012年故郷創世塾11期生

一般財団法人AVCC（Advanced Valuable Communication 

Center）理事長

岩切 剛志 氏（かごしま県民交流センター館長）

現職 かごしま県民交流センター館長

1980年鹿児島県採用、共生・協働推進室長、企画課長、企画部長等

歴任後、2022年鹿児島県副知事退任。室長時代に出会った「共生・協

働の地域社会づくり」は、官民協働での新しい公共政策であり、今後の

行政の原点と考える。協働の理論と実践、これからの地方公共団体の役

割などが主な関心分野

上村 ひさみ 氏（合同会社オフィス・イエローシード代表）

故郷創成塾６期生

日本航空退職後、2007年コミュニケーション研修事業独立

2018年鹿児島健康経営アドバイザー協会設立

対話を中心にした人財育成コンサルタント


